







































































































































































鈴見・鈴見台 2９３ 7３ ＋３
田井町 ９１ 1１ ＋2０
若松町 999 223 ＋3６
もりの里 1２００ 353 -５
旭町 1７８８ 5５１ ＋3２
田上・田上新町 1６０ 8６ ＋7４
合計 ＋1６０
:経路１の選択率
:経路１の所要時間
:経路２の所要時間
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旭町からは既存バス路線の利用で距
離約３１kｍ所要時間８分（現行バス
ダイヤより），提案循環バス利用で距
離約3.2kｍ推定所要時間８分１５秒
（既存バスと同速度として）である。
上式にこれらの値を代入して計算す
ると旭町の提案循環バスの選択率は
45％となる。
運行時間は午前８:００～11:００，午後
は１６:００～19:００の運行とし，ルート
定
図－４田上ルート改善案 １周約１０kｍ，バスの平均速度を
235kｍ/ｈとすると約２５分で１周することができる。余裕時間を入れても１時間に２周す
ることができる。
バスのチャーター時間を１日６時間とすると，１日の運営費は６万円，旅客収入は（田
上。田上新町１６０人＋旭町５１９人×045）×（往復運賃２００円）×（バス運行時間帯の利
用者割合０６）＝約４．７万円となり，１日当たりの赤字は１３，０００円まで縮小する。また，先
に示した提案バス路線の利用率は積極的に利用したいと回答した人を対象に算出したため，
不定期に乗る人（天候その他の条件）を考慮してはいない。この利用予測はかなり厳し目
に見積もっていることになる。
7．結論
･３路線全てを当初案の循環バス形式で運行すると利便性が大幅に向上するが，実現は極め
て困難である。
。田上ルートは大学への路線が無い地域を通ることと今後の発展を考えると重要度は高い
路線であり，赤字幅も他路線に比べて小さいことから市道開通後には是非検討してもら
い。実現できない場合でも金沢駅から田上住宅行の１４，９２系統の運行区間を金沢大学ま
で延長することによって混雑状況の緩和が可能と推定される。
｡赤字を埋めるような効率的な運用方法の模索が必要である。運営主体等も柔軟に考えて
いくべきである。
｡学生自身が公共交通について深く考え，意識を向上させることが重要である。特に低学
年にバスの利便性と環境面での有利さを認識してもらい，継続的に利用してもらうよう
にすべきである。
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